
　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
全
国
の
自
治
体
で
は
、
自
治
体
同
士

の
支
援
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
市
は
、
２
月
１５
日
、
静
岡
県

伊
豆
市
と
災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
震
や
豪
雨

な
ど
の
災
害
で
支
援
が
必
要
な
と
き
に
、
応
援
し
合
う
こ
と
を
定
め
た
協
定

で
す
。
当
市
の
災
害
相
互
応
援
協
定
は
、
伊
豆
市
が
４
番
目
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　
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７
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食
料
や
生
活
必
需
品
を
提
供

　

地
震
や
大
津
波
で
東
日
本
の
多
く
の
自

治
体
が
被
災
し
た
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
。
全
国
の
多
く
の
自
治
体
は
、
被
災
地

へ
の
災
害
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
で

も
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
や
釜
石
市
へ
職

員
を
派
遣
し
た
り
、
市
民
か
ら
提
供
を
受

け
た
支
援
物
資
を
福
島
県
南
相
馬
市
や
二

本
松
市
な
ど
へ
届
け
た
り
、
３
県
に
義
援

金
を
届
け
た
り
す
る
な
ど
、
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
他
の
自
治
体
の
支

援
活
動
の
重
要
性
の
認
識
が
高
ま
り
ま
し

た
。
当
市
も
東
海
地
震
や
断
層
型
直
下
地

震
な
ど
で
、
い
つ
巨
大
地
震
に
襲
わ
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
２
月
１５
日
、
静
岡
県
伊
豆
市

と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
市
か
伊
豆
市
に
地
震
や

豪
雨
、
洪
水
な
ど
の
被
害
が
生
じ
て
、
支

援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
可
能
な
範

囲
で
応
援
し
合
う
と
い
う
協
定
で
す
。

　

主
な
応
援
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
①

食
料
な
ど
生
活
必
需
品
の
提
供　

②
救
助

活
動
に
必
要
な
車
両
の
提
供　

③
被
災
者

の
救
出
な
ど
に
必
要
な
医
薬
品
な
ど
の
提

供　

④
市
の
職
員
の
派
遣　

⑤
被
災
者
の

一
時
収
容
施
設
の
提
供　

⑥
災
害
救
助
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
で
す
。

　

伊
豆
市
と
の
縁
は
、平
成
２
年
３
月
に
、

当
時
の
静
岡
県
修
善
寺
町
と
岩
村
町
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
深
め
、
緑
と

ロ
マ
ン
豊
か
な
里
づ
く
り
を
目
指
す
「
ゆ

か
り
の
郷
」

協
定
を
結
ん

で
い
た
こ
と

で
す
。
両
者

は
、
歴
史
的

な
つ
な
が
り

が

あ

り

ま

す
。
鎌
倉
時

代
、
伊
豆
国

の
加
藤
景か

げ
か
ど廉

の

長

男

の

景か
げ
と
も朝

が
岩
村
城
を
本
拠
と
し
て
初
代
遠
山

氏
と
な
り
、遠
山
景
朝
と
称
し
て
い
ま
す
。

修
善
寺
町
は
、平
成
１６
年
４
月
に
合
併
し
、

現
在
の
伊
豆
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
、
菊
地
豊
伊
豆
市
長
は
「
恵

那
市
と
の
災
害
応
援
協
定
を
大
変
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
年
に
１
度
交

流
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
も
交

流
を
深
め
、
お
互
い
の
気
心
や
ま
ち
を
知

る
機
会
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
可
知
市
長
は
、

「
東
北
の
被
災
地
に
行
っ
て
、
自
治
体
同

士
の
支
え
合
い
が
大
事
だ
と
感
じ
、
私
の

方
か
ら
協
定
を
申
し
出
ま
し
た
。
加
藤
景

廉
公
が
結
ん
で
く
れ
た
縁
を
大
事
に
し

て
、
お
互
い
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
相
互
応
援
協
定
は
、
昨
年
１２
月

に
静
岡
県
掛か

け
が
わ川

市
と
も
締
結
。
伊
豆
市
と

は
、
愛
知
県
西
尾
市
と
福
井
県
越え

ち
ぜ
ん前

町
、

静
岡
県
掛
川
市
に
次
い
で
４
市
町
目
の
締

結
と
な
り
ま
す
。

　大規模な災害は、いつ起きるか分かりません。ここでは、当市

がこれまでに災害時の相互応援協定を結んだ４市町を紹介しま

す。非常時には、お互いに心強い存在であることが期待されます。

　西尾市は、愛知県の南部に位置し、三方が丘陵

地、一方が三河湾を望み、豊かな実りをもたらす

矢作川が流れています。

　足
あしかがよしうじ

利義氏が築城したといわれる「西
さい

条
じょう

城
じょう

」は、

江戸時代には松平家の居城となり、西尾藩領は

６万石の城下町としてにぎわいました。その名残

は、今も大切に残されています。

　昭和２８年に市制を施行。自動車関連産業の発

展とともに成長を続けてきました。農作物の生産

にも最適で、日本有数の生産量を誇る抹茶や洋ラ

ンの栽培、また植木や観葉植物などの特産物でも

「花の王国・愛知」を支えています。

　越前町は、福井県の北に位置し、西は日本海に

面しています。日本海に突き出た岬「越前岬」が

有名です。全体的に標高が高く、沿岸部から北部

にかけて５００㍍級の山々が連なっています。雪が

舞う越前海岸に咲く白い「スイセンの花」。この

花のように、静かでゆったりとした町並みが一帯

に広がっています。

　夏には、海では海水浴、山ではキャンプや陶芸

体験を楽しむ家族連れや、グループでにぎわいま

す。肌寒くなる１１月上旬からは、ズワイガニの

中でも有名な「越前ガニ」の季節。県内外から、

大勢の人が訪れ、カニ料理を堪能します。

　掛川市は、静岡県の南西部に位置し、北は南ア

ルプス最南端の八
はっこう

高山
さん

と大
お び

尾山
ざん

の峰から南は遠州

灘まで、雄大な自然が広がっています。

　戦国時代、戦略上の重要な拠点として、掛川城

と高
たかてんじん

天神城、横
よこ

須
す

賀
か

城の 3つの城が建てられ、多

くの武将たちがこの地を巡って戦いを繰り広げま

した。また江戸と京都を結んだ東海道に沿って、

掛川と日
にっさか

坂の 2 つの宿場町が栄えました。城を

中心に形成された城下町は、５００年余りの歴史を

持っています。

　産業では、お茶やイチゴ、バラなどの特産品が

数多くあります。

　伊豆市は伊豆半島の中央部に位置し、南側は天
あま

城
ぎ

山
さん

系の山並み、西側は青く澄んだ駿
する

河
が

湾、中央

部は天城山に源を発する狩
か の

野川が流れ、北部は平

野が開けています。

　修
しゅ

善
ぜん

寺
じ

温泉や湯
ゆ

ケ
が

島
しま

温泉など温泉が豊かで、修

善寺川沿いには、伊豆最古の温泉で弘
こうぼう

法大師が開

湯したと伝わる「独
と っ こ

狐の湯」があります。狩野川

の上流部では、日本の滝百選の浄
じょう

蓮
れん

の滝が、幅７

㍍高さ２５㍍にわたって流れ落ちています。また

鎌倉幕府の二代将軍の源
み な も と の よ り い え

頼家が幽閉された修
しゅぜん

禅寺
じ

や頼家の家臣墓と伝えられている「十三士の墓」

など、歴史的な観光資源もあります。

平成２３年１２月６日協定

平成１８年８月２０日協定 平成１８年８月２０日協定

平成２４年２月１５日協定

葛
握
手
を
交
わ
す
伊
豆
市
長
（
中
央
右
）
と
恵
那

市
長
（
中
央
左
）

▲両市を結び付けた加藤景廉の一族の墓

滑
高
台
か
ら
望
む
越
前
海
岸

滑
川
沿
い
の
温
泉
独
狐
の
湯

滑
市
の
中
心
部
に
あ
る
掛
川
城

滑
桜
が
美
し
い
歴
史
公
園

災
害
非
常
時
に
相
互
応
援

 

４
番
目
の
協
定
は
伊
豆
市
と

災害時の

相互応援
の協定

当市と協定した４市町を紹介

愛知県西尾市 福井県越前町

★

●

★

●

★
●

人口 :約１７万人 人口 :約２万４，０００人

人口 :約１１万５，０００人 人口 :約３万５，０００人

静岡県掛川市 静岡県伊豆市

●

★

旧
岩
村
町
の
協
定
が
両
市
の
縁
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